








1.新生児医療の現状 

 当院 NICUは静岡県西部地域に存在し、年間出生人口 15000 人を背景とする新生児第三次

医療機関として位置している。当地域の中心都市である浜松市は人口 51万人で、年間出生

は、6800 人である。その出生場所をみると総合病院にて 49.9%、産科医院にて 45.4%・助

産所で 43%が出生している。在胎週数別に出生率をみると 28 週未満が 0.1%、28～31 週の

0.3%、32～36 週が 3.6%となり、早期産は計 4.0%となる。総出生の 92.9%は 37～42 週であ

るが、3.0%は 42 週以上である。出生体重別では1000g 未満が 0.1%、1000～1499g が 0.4%、

1500～2499g は 5.3%となり、2500g 未満の低出生体重児は 5.8%である。浜松市の新生児死

亡は 2.6 で国、県の平均より低値である。乳児死亡3.2、周産期死亡率 6.6%で国、県より

も低値を示している。当 NICUには昭和 59～61年の 3年間に 997名が入院した。院内出生

児と院外出生児の比率はどの在胎、体重群をみてもほぼ半々である。このうち極小未熟児

は県西部地域の約 70%が当 NICU へ入院した。体重別新生児死亡率は超未熟児 31.4%、1000

～1499g8.4%、1500～2499g4.8%、2500g 以上で 4.1%であり、地域の総死亡の 50%が当院で

死亡している。呼吸管理を要した患者の比率は早産児．低体重児程多く、在胎 27 週未満で

は全例 1MV、27～30 週では 92%が IMV・CPAP、30～34 週で 70%、34～37 週で 30%、37 週以

降でも 33～45%が人工換気療法を受けている。出生体重別にみても同様で 750g 未満では全

例 1MV、1000g 未満では 90%、1000～1499g で 86%、1500g 以上では 33～41%が人工換気療法

をなされている。 


